





































































3表 1 動物実験に伴う腎症候性出血熱 (HFRS)の年次別,機関別発生状況
機関年次 A B C D E F K M 0 Q T U Ⅴ W Ⅹ Y Z NA JU ⅠW Ⅹ′ OM 計
∫/50年('75) 1 1 2
〝51年('76) 1 I2 2 35 14
l52年〔'77) 1 14 2 1I 12
〝 56年('81) 1 3 5 4 5 9 21 1 31
〝57年('82) 1 1 2
〝58年('83) 1 1 2
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図1 C機関における年月別発症例
表 3 C機関におけるヒト抗 HV抗体保有状況
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開 放 環 境 購入ラット







































































?H (+) (+) (叫
142 29 16 32
ラットは10数室のラット室で分散飼育
ド) 吊 刷 (叫

















































総 数 17 61
註 :IFA検査は HFRSウイルス B-1株感染 A549細胞
をスポットスライ ドに培養,アセ トン固定 FITC標識
抗ヒトIgG (heavy+lightchain)羊血清を用いた｡
表 6B








































































9表 7 Ⅹ機関患者発生(昭57.8)に関連したラットの抗 HV
抗体保有状況










































18 Jul. 23 亜･ Jul.30
19 Ju l. 26 ≠ 〝
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